
   

祝
祭
日
は
国
旗
「
日
の
丸
」を
揚
げ
ま
し
ょ
う 

 

君
が
代
は 

 

千
代
に
八
千
代
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さ
ざ
れ
石
の 

 

い
わ
お
と
な
り
て 

こ
け
の
む
す
ま
で 
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本
年
、
「
古
事
記
」
が
編
纂
さ
れ
て
か
ら
一
三
〇
〇
年
を 

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
「
古
事
記
」
は
「
日
本
書
紀
」
と
と
も 

に
「
記
紀
」
と
よ
ば
れ
、
日
本
最
古
の
歴
史
書
と
さ
れ
て
い 

ま
す
。
「
記
紀
」
と
も
に
編
纂
を
命
じ
た
の
は
第
四
十
代 

天
武
天
皇
（
六
七
三
年
～
六
八
六
年
ま
で
在
位
）
で
、
「
古 

事
記
」
は
七
一
二
年
、
「
日
本
書
紀
」
は
七
二
〇
年
に
編
纂 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

同
じ
時
期
に
別
々
の
歴
史
書
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
、
記
述 

方
法
の
違
い
や
体
裁
の
違
い
か
ら
、
「
古
事
記
」
は
国
内
に 

む
け
て
天
皇
家
の
正
統
性
を
表
す
た
め
の
書
物
、「
日
本
書 

紀
」
は
対
外
的
、
国
外
に
む
け
て
日
本
国
の
存
在
を
示
す
た 

め
の
正
史
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

        

    

       

「
古
事
記
」
は
記
憶
力
の
優
れ
た
稗
田
阿
礼
（
ひ
え
だ
の 

あ
れ
）
が
読
み
習
っ
た
物
語
（
※
帝
紀
・
旧
辞
）
を
太
安
万 

侶
（
お
お
の
や
す
ま
ろ
）
が
編
纂
し
た
も
の
で
、
多
く
の
人
々 

が
容
易
に
読
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
当
時
の
公
用
語
で
あ 

っ
た
漢
文
で
は
な
く
、
万
葉
仮
名
を
用
い
て
記
さ
れ
て
い
ま 

す
。
上
・
中
・
下
の
三
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
に
は
八
百
万
の 

神
々
が
活
躍
す
る
神
話
の
物
語
が
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
私
た 

ち
の
祖
先
が
日
本
の
国
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
ど
の
よ
う 

に
考
え
て
い
た
の
か
、
ま
た
豊
か
な
自
然
と
共
に
暮
ら
す 

人
々
の
生
き
方
や
死
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
、
日 

本
人
の
自
然
観
・
死
生
観
を
ひ
も
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

上
巻
の
天
地
創
造
・
国
生
み
・
神
生
み
と
日
本
国
の
創
生 

か
ら
始
ま
り
、
中
巻
は
初
代
・
神
武
天
皇
か
ら
応
仁
天
皇
（
奈 

加
美
神
社
の
主
祭
神
）
ま
で
、
下
巻
は
仁
徳
天
皇
か
ら
推 

古
天
皇
ま
で
の
事
跡
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
上
天
皇
は
初 

代
神
武
天
皇
か
ら
第
一
二
五
代
を
数
え
ま
す
。
日
本
の
天
皇 

は
神
話
か
ら
歴
史
へ
、
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
一
度
も 

絶
え
る
こ
と
な
く
連
綿
と
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
わ
が
国 

は
世
界
に
類
例
の
な
い
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
持
つ
、
尊
く
美 

し
い
国
で
す
。 

古
事
記
編
纂
一
三
〇
〇
年
を
契
機
に
、
改
め
て
日
本
国
の 

成
り
立
ち
に
思
い
を
馳
せ
、
神
々
が
生
み
な
し
た
自
然
風
土 

へ
の
畏
敬
、
感
謝
や
祈
り
の
祭
り
、
村
や
国
を
つ
く
っ
て
ゆ 

く
和
の
心
を
再
認
識
し
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持 

ち
ま
し
ょ
う
。 

 

※
帝て

い

紀き 

歴
代
天
皇
の
御
名
・
事
跡
な
ど
の
記
録 

 
 

旧
辞

き
ゅ
う
じ 

神
話
・
伝
説
・
氏
族
の
縁
起
や
芸
能
の
伝
承 

       

例
年
、
田
植
え
が
ひ
と
段 

落
つ
い
た
頃
、
六
月
二
十
日 

に
御
田
植
え
祭
を
行
い
、
境 

内
に
篝
火
を
焚
き
、
害
虫
を
火
に
よ 

っ
て
追
い
払
う
虫
送
り
の
神
事
を 

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
な
か
よ
し
保
育
園
の
園 

児
さ
ん
に
紙
あ
ん
ど
ん
を
作
っ
て 

頂
き
、
境
内
に
並
べ
て
ろ
う
そ
く
に 

灯
か
り
を
点
し
、
幻
想
的
な
雰
囲
気 

で
祭
典
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

農
業
・
神
社
関
係
者
を
始
め
て
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
か
よ
し
保
育
園
、
米
作
り
の
体
験 

学
習
を
行
っ
て
い
る
日
新
小
学
校
の
五
年
生
の
皆
さ
ん
に 

お
参
り
頂
き
ま
し
た
。 

六
月
三
十
日
に
半
年
間 

の
罪
・
穢
れ
を
お
祓
い
す
る 

夏
越
の
大
祓
・
茅
の
輪
神
事 

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
生
憎
の
雨
天
で
し
た
が
、
一
五
〇
人 

を
超
す
大
勢
の
お
参
り
を
頂
き
、
社
務
所
の
中
で
神
事
を
執 

り
行
い
ま
し
た
。 

年
末
の
大
晦
日
に
も 

残
る
半
年
間
の
罪
・
穢
れ 

を
お
祓
い
す
る
師
走
の 

大
祓
・
歳
末
神
恩
感
謝
祭 

を
執
り
行
う
予
定
で
す
。 

年
末
に
大
祓
を
お
受
け 

に
な
ら
れ
、
清
々
し
い
新 

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

神功皇后と応神天皇を抱く武内宿禰 

 

 

御

田

植

え

祭

介

 

夏

越

の

大

祓 
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お宮参り・安産祈願・七五三 
厄除け・車のお祓い 
地鎮祭・住宅入居のお祓い 
神道家霊祭等、各種お祓い 
受付致しております 
お電話にてご予約お申込み 
下さい 
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http://www.nakami.org 

   

 
鳥居は神社のシンボルマークとして地図記号にもなっています。 

この鳥居は神社の内と外を分ける境に建てられ、鳥居の内側は神様が 
鎮まる御神域となります。 
その起源は諸説ありますが、古事記などの神話にも求められます。 

太陽神・天照大御神が天の岩屋にお隠れになると世界が真っ暗になっ 
てしまったので、天照大御神にお出まし頂こうと八百万の神々が相談 
をして、はじめに長鳴き鳥と言う鶏を鳴かせました。この時に鶏が止 
まった木を鳥居の起源とする説や、通り入る意味であるとの説、外国 
からの渡来したものとする説などがあります。 
 材質は木や石などが多く構造は様々です。伊勢神宮の神明鳥居や、 
三輪明神の三輪鳥居など数十種類あると言われています。 
奈加美神社の鳥居は石造り明神型の鳥居で、明治１２年に建立され 

たものです。不思議なことに正面向かって右側の柱の下方には、元々 
の石の模様なのか？ハート型の模様が浮かび上がっています。一度 
探してみて下さい。 

 

 

                  

上
瓦
屋
地
車
会 

 
 

現
在
の
上
瓦
屋
の
地
車 

は
平
成
十
二
年
に
植
山
工 

務
店
の
製
作
に
よ
り
新
調 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
四
年
に
地
車
の
新 

調
が
決
定
し
、
「
日
本
一
の 

地
車
を
！
」
を
合
言
葉
に
新 

調
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
彫 

刻
・
太
鼓
・
飾
り
・
記
録
・ 

総
務
の
五
部
会
を
組
織
し
、 

各
部
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ 

専
門
の
知
識
を
駆
使
し
て 

資
料
集
め
に
精
を
尽
く
し 

ま
し
た
。 

特
に
彫
り
物
に
は
こ
だ
わ
り
、
正
面
の
番
号
持
ち
に
は 

「
佐
野
川
稲
荷
」
、
大
連
子
に
は
「
顕
如
上
人
命
拾
い
」
、 

見
送
り
に
は
「
上
田
宗
箇
敵
が
く
れ
」
な
ど
、
地
元
上
瓦
屋 

に
ゆ
か
り
の
あ
る
図
柄
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
の
太
鼓
や
飾
り
に
も
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
取 

り
組
み
、
泉
佐
野
市
初
の
平
成
新
調
地
車
で
、
高
さ
三
・
八 

六
四
ｍ
、
全
長
四
・
二
三
五
ｍ
、
大
屋
根
幅
二
・
五
三
〇
ｍ 

の
規
模
を
誇
る
大
型
地
車
が
完
成
し
ま
し
た
。 

こ
の
地
車
は
秋
の
豊
か
な
恵
み
を
喜
び
、
感
謝
を
込
め
て 

奈
加
美
神
社
の
秋
祭
り
に
曳
き
出
し
ま
す
。
老
い
も
若
き
も 

村
人
み
ん
な
が
楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。
上
瓦
屋
の
顔
で
も 

あ
る
こ
の
立
派
な
地
車
が
未
来
永
劫
に
存
続
す
る
こ
と
を 

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
親
御
さ
ん
ま 

で
、
多
く
の
方
々
の
ご 

参
加
を
お
待
ち
し
て 

お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
協
力 

の
程
、
宜
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

番
号
持
ち
「
佐
野
川
稲
荷
」 

現
在
は
奈
加
美 

神
社
に
合
祀
さ
れ 

て
い
ま
す
が
、
上
瓦 

屋
に
は
佐
野
川
と 

山
出
に
お
稲
荷
さ 

ん
が
祀
ら
れ
て
い 

ま
し
た
。
こ
の
板
絵 

は
元
和
元
年
（
一
六 

一
五
）
に
描
か
れ
た 

も
の
で
、
右
手
に
は 

鎌
、
左
手
に
は
稲
を 

持
つ
比
較
的
若
い 

お
姿
の
お
稲
荷
さ 

ん
で
す
。 

 

地
車
祭
り
は
五 

穀
豊
穣
を
起
源
と 

し
て
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
上
瓦
屋
の
地
車 

に
は
大
変
ふ
さ
わ
し
い
彫
り
物
で
す
。 

大
連
子
「
顕
如
上
人
命
拾
い
」 

織
田
信
長
か
ら
追
わ
れ
た
顕
如
上
人
が
、
石
山
本
願
寺
か 

ら
船
で
紀
州
雑
賀
へ
向
う
途
中
嵐
に
遭
い
、
佐
野
川
河
口
の 

北
出
の
浜
に
流
れ
つ
き
、
村
長
の
新
川
與
市
が
深
い
井
戸
、 

も
し
く
は
深
く
穴
を
掘
っ
て
そ
の
中
に
か
く
ま
い
、
上
人
は 

難
を
逃
れ
命
拾
い
を
し
た
と
言
う
伝
承
で
す
。 

見
送
り
「
敵
が
く
れ
」 

大
阪
夏
の
陣
の
樫
井
合
戦 

で
、
徳
川
方
の
浅
野
隊
は
佐
野 

川
付
近
ま
で
出
陣
し
ま
し
た 

が
、
途
中
樫
井
ま
で
退
き
ま
し 

た
。
そ
の
時
茶
人
と
し
て
も
有 

名
な
浅
野
方
の
武
将
・
上
田
宗 

箇
が
、
敵
迫
り
来
る
な
か
、
隠 

れ
て
い
た
竹
薮
の
竹
を
切
り
、 

茶
杒
を
二
本
作
っ
た
と
い
う 

伝
承
で
す
。 

       

 

上
瓦
屋
地
車
の
紹
介

介

 

佐野川稲荷御神影板絵 地車正面 番号持ち 

地車見送り 敵がくれ 


